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この広報誌は一部赤い羽根共同募金の配分金で作成しています



赤い羽根共同募金に
ご協力お願いします。

令和３年度八幡市の配分・助成額
3,168,007円はこのように使われています

　今年も、10月１日から全国で赤い羽根共同募金が始まります。
　八幡市でも、この全国的な取り組みにあわせて、赤い羽根共同募金を実施いたします。　
　お寄せいただいた募金は高齢者、障がい者、子供たちの地域福祉活動のために活用させ
ていただきます。
　市民の皆さまの心からのご芳志をよろしくお願いいたします。

高齢者福祉活動助成 
440,000円

障がいのある方の
福祉活動助成 
200,000円

児童・青少年
福祉活動助成 
60,000円

八幡市共同募金委員会
（共同募金会）の活動費
（特別資材（バッジ・クオカード）
製作費含む） 
284,185円

住民全般の福祉活動助成  840,622円 京都府全体の広域福祉活動・
災害準備のために
1,343,200円
福祉団体活動支援、
福祉施設整備助成、
災害ボランティアセンター助成等

じぶんのまちの福祉活動のために 京都府全体の福祉活動のために

市内各地域で開催されるサロン活動の支援を行います。

サロン活動支援事業

コロナ禍でも少しずつサロン活動が再開され、配分金
で購入させていただいたレクリエーション用具を活用
し、地域住民同士の交流を深めることができました。
ありがとうございます。

ありがとうの声

高齢者や障がいのある方と二人暮らしで、どちらかが
介護を必要とする世帯を対象に、月1回ボランティアグ
ループが調理・配達し、安否確認などを行います。

フリージヤ弁当配食事業

お弁当の配食により、安否確認と介護をしている家族
への負担の軽減ができました。ありがとうございます。

ありがとうの声
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歳末たすけあい募金配分事業歳末たすけあい募金配分事業
子どもの居場所づくり助成事業

地域活動支援センターやまびこ

　地域活動支援センターやまびこで
は障がいのある方が集い、創作活動
や文化活動などを通じて、日中の居
場所づくりを行います。困りごとの
相談などその人がその人らしく１日
を過ごせるようサポートします。

TEL.972-2880
FAX.971-9196

八幡市内において実施する、子どもの居場所づくりに取り組む団体に対して助成します。

【応募期間】【応募期間】令和４年10月３日（月）～10月31日（月）必着令和４年10月３日（月）～10月31日（月）必着
【助成金額】【助成金額】１団体上限４万円１団体上限４万円

令和４年12月１日から令和５年３月31日
までの間に実施する事業
市民が主体となって自発的に子どもの居
場所づくりに取り組んでいる非営利団体

※法人格の有無は問いません
※�宗教活動、政治活動、選挙活動を目的とする団体、政党
を推薦、支持、反対することを目的とした団体、又は暴
力団若しくは暴力団員の統制下にある団体は除きます。

子どもの居場所づくりに要する費用
（給食材料費、消耗品費、印刷製本費、賃借
料、通信運搬費、旅費交通費、光熱水費、燃
料費、会議費、人件費、諸謝金など、事業に
直接・間接に必要な経費）

対象経費

対象期間

対象団体

※詳しくは募集要項をご覧ください。
※�審査の結果は、令和４年11月中旬までに書面でお知らせします。

①応募用紙（募集要項・申請様式）
　�本会ホームページからダウンロード
できます。

②提出方法
　�応募書類を郵送してください。�
（FAX、Eメールは受理しません）
　�また、提出いただいた応募書類は
返却しません。

③提出先
　八幡市社会福祉協議会事務局　
　〒614-8002
　八幡市八幡東浦５番地　
　☎075-983-4450

応募方法

耳の相談会
　聴こえの事でお
悩みがある方を対
象に相談会を開催
します。
　どうぞお気軽に
お申し込み下さい。

●❶難聴に関するミニ講演・ミニ体験談　　●❷聴力測定（先着15名）
●❸交流会（測定結果説明・質疑応答）
●❹個別相談（当事者相談・福祉相談・補聴器相談）

10月24日（月）13：30～16：00日　時
男山公民館３階�大会議室�（男山八望3-1）場　所 市民対象者
無料参加費
八幡市社会福祉協議会　TEL.075-983-4450申込み

八幡市難聴者協会・八幡市社会福祉協議会主催

老人憩いの家八寿園
TEL /FAX.981-8131

八寿園
　高齢者のレクリエーション、
老人クラブの活動などを支援し
ています。

利用者 八幡市在住で60歳以上の方及び障がいのある方が利用できます。
※�新型コロナウイルス感染症の影響で利用を制限している場合が
あります。ご利用の際はご確認ください。

場�所 八幡市男山美桜18
利用時間 ９：00〜16：30
休館日 土曜午後・日祝�休
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令和3年度�社協活動のまとめ

備品整備
●防護服（使い捨て医療用ガウン）� 275枚
●防護服（使い捨てプラスチックガウン）� 10,000枚
●新型コロナウイルス抗原検査キット� 100個
啓発
●�市社協ホームページ上に、八幡市災害ボランティア
センターのページを作成
訓練・研修
　災害時体制移行訓練（図上訓練）を実施

　フリージヤ弁当
の配食サービスや
テレフォンボラン
ティアサービスの
実施、各種介護予
防教室の開催等を
実施しました。

　令和3年度もコロナ禍でも安心して参加してもらえる
よう動画やWEBを使った取り組みに力を入れました。
　「ボランティアきっかけ講座」では八幡市内で活動
されている方を取材したり、中高生を対象にした動画で
は「ちょボラ（ちょっとしたボランティア）」を取り上げ、
気軽に参加できるボランティアの形を紹介しました。
　また、福祉の輪を広めるイベント「みんなで創る福祉
のつどい」は、様々なボランティア団体などからの協力
を得て、「手話」「点字」などを紹介する動画を作成し、
WEB版で実施しました。それぞれ様々な方に閲覧して
いただき、好評でした。

　利用者の働くプログラムとして「やまびこCafe」を隔
月で実施、やまびこ作品展を開催しました。

市民の複雑で多様化する相談内容について、関係機関との連携や出張相談等を活用して対応しました。
24時間の相談体制（夜間・休日はFAX・留守番電話による対応）　暮らしの中の困りごと相談　延べ相談件数　101件

災害ボランティアセンターの運営

在宅福祉サービスの推進

ボランティア活動センター事業

地域活動支援事業

ふれあい福祉センターの運営

令和3年度　決算

ऩೖ 支出

会費�3,258,465 円

人件費
188,503,604 円

事業費
40,398,870 円

事務費
20,768,876 円

貸付事業
10,000 円

共同募金
配分金事業費
3,731,516 円

助成金
952,000 円

負担金
371,650 円

取得支出�1,561,990࢈定資ݻ 円
フΝイナンス・リース࠴務の
ฦࡁ支出�851,472 円

次年度へ܁越金
25,239,748 円

寄付金
8,083,704 円

経常経費ิ助金
74,871,733 円

受ୗ金
37,146,461 円

貸付事業
10,000 円

事業ऩ入
17,394,730 円

介護อݥ事業
96,623,793 円

障がい福祉
サービス等事業
7,956,800 円

受取利ଉ配当金
3,283,813 円

࢈金ੵ立資ج
取่ऩ入
5,000,000 円

そのଞ�587,702 円

前年度܁越金�28,172,525 円


����ܭ߹���
��� ԁ 
����ܭ߹���
��� ԁ

●居宅介護支援事業�　要介護認定調査件数� 11件�　
　ケアプランの作成件数� 1,589件�
●訪問介護事業�　総利用回数� 12,124回�
●認知症対応型�　通所介護事業　延べ� 218名�2,040回

介護保険関連事業

「 コロナ禍でもヘルパーさんに来ていただき大変助かりま
した」

「日常生活が快適になり満足しています」
などのお声をいただきました。

福祉出前講座
　広報啓発活動の取り組みの一環として、市内の団体
や学校へ職員を7回派遣しました。
　“社協の取り組みについて”“認知症サポーター養成講
座”“成年後見制度について”などの講座を出前しました。
市民福祉講座
　市民に関心の高い「終活」をテーマに設定し、講座を
開催しました。
第１回
「成年後見制度について」� 参加人数　26名
第２回

「空き家対策について」� 参加人数　16名

　新型コロナウイルス感染症の影響により、休業や失
業等で生活資金にお悩みの方々に向けた、緊急小口資
金等の特例貸付を実施しました。
特例緊急小口資金 277件 
特例総合支援資金 256件 
特例総合支援資金(延長)  114件 
特例総合支援資金（再貸付） 351件 　
　　　　　　　　 　　　合計 998件

広報啓発活動 新型コロナウイルス感染症の影響を
受けた方への特例貸付
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　第３次八幡市地域福祉推進計画の策定に当たっては、市民や中学生を対象としたアンケート調査をはじめ、
市民・高校生・福祉関係の専門職を対象とした様々なワークショップ（座談会）を開催するなど、広く市民
の皆さんのご意見をお聞きしながら検討を進めることとしています。
　この策定に向けて５月８日（日）と６月４日（土）の２日間にわたって開催した「市民ワークショップ」
では、市民や京都八幡高校南キャンパスボランティア部のメンバー、関係団体の皆さんに参加いただき、日
頃の困りごとや抱えている課題、課題解決に向けた対応策などについて活発な意見交換が行われました。
　参加者からは「地域に意識を向けるよいきっかけになった」、「若い人から高齢者までのいろんな意見を
直接聞くことができてよかった」といった声が聞かれ、多世代間の交流にも繋がりました。

　当日の運営では、講師にボランティア団体、
会場設営を自治会役員、教室の周知・受付を
子ども会、全体のサポートを福祉委員会とい
うように地域一丸となって取り組まれています。
　個々が持っている力は限られているかもしれませんが、
地域内や地域外の力を借りることで取組が拡がっていくこ
とを教えていただきました！

おとなりさんの地域どんなんかな～?おとなりさんの地域どんなんかな～?
夏休みの木工教室（男山泉地区福祉委員会）夏休みの木工教室（男山泉地区福祉委員会）

社協がお届けする！社協がお届けする！

第３次地域福祉推進計画を策定しています第３次地域福祉推進計画を策定しています

　男山泉地区福祉委員会ではこれまで高齢者の方を中心に住民同士でお茶を飲んだりレクリエーショ
ンを行うふれあいサロンをされてきました。また、子どもたちとふれあい、子どもたちに普段出来な
いことを経験させたいという思いから、NPO法人日曜大工ボランティアグループ「とんかち」の皆
さんに協力をいただき、6年前から夏休みの木工
教室を開催されています。
　子どもたちは、初めての工具に、緊張しながら
も真剣な眼差しで本棚や木箱を作っていきます。
普段の生活では味わえない体験、世界に一つだけ
の作品ができ上がり、笑顔で溢れています。
　ある福祉委員は、「過去に参加した子どもと道
端で会った時に『今も使っているよ』『家に帰っ
てシールの貼り付けや色付けをしたよ』と言って
くれたんです」と嬉しそうに話されました。

ここがええなぁ～!

グループワークの様子 参加された皆様でハイチーズ！

社協職員社協職員
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八寿園デイサービス

介護予防教室のお知らせ

　八寿園デイサービスはさくら近隣公
園内にある�認知症対応型のデイサー
ビスです。とても家庭的な雰囲気で自
分らしくいきいきと�楽しく過ごして
いただけます。
　お気軽にご相談ください。

みんなで一緒に作って食べる
ランチDeサービス

　グループごとで調理をし、みんなでレクリエー
ションと食事をお楽しみください。料理の苦手な
方も支援員さんがお手伝いします。
日�時 水曜日�10：00〜13：00（変更あります）
場�所 福祉会館　送迎あり（有料）

詳しくはホームヘルパーステーション堀江まで　TEL.983-1504

八寿園デイサービス　TEL.983-2810

一般介護予防として
はつらつ教室も開催

　健康体操・レクリエーション。�毎回変わる楽
しい催しを考えています。�

Ａ	 日�時 水�10：00〜11：30
	 場�所 八寿園
Ｂ	 日�時 水�13：30〜15：00
	 場�所 八寿園
Ｃ	 日�時 木�13：30〜15：00
	 場�所 福祉会館

転倒防止には
パワーアップ教室

　正しく運動でき
る機能力を身につ
け、日常生活の中
で意欲的に運動を
取り入れ体力や筋
力の維持向上を目
指します。
日�時 火曜日・金曜日�14：00〜15：30
場�所 八寿園または文化センター

フレイル対策には
いきいき教室

　口腔・栄養・脳トレ・体操・ヨガの体験と勉強
ができます。
日�時 月曜日・木曜日　13：30〜15：00
場�所 	八寿園または�

文化センター
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